


Bezugsquelle / Source: Japanisches Patentamt / JPO, CD / DVD JPA_1996034 Seite des Dokuments generiert durch DPMA

(57)【要約】
【目的】  ロータのシール部材に摺接するアルミニウム
合金製サイドハウジング内面の耐摩耗性を容易に確保で
きると共に、摩耗した場合の修復が簡単に行なえるロー
タリエンジンのサイドハウジングを提供すること。
【構成】  ロータハウジング（１）の両側に取り付けて
ロータリエンジンのハウジングを構成するアルミニウム
合金製サイドハウジング（２）であって、前記サイドハ
ウジング（２）の前記ロータハウジング（１）側の表面
（２ａ）に、耐摩耗性の高い材料からなる摺接補助板
（１５）を交換可能に添装したことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ロータハウジング（１）の両側に取り付
けてロータリエンジンのハウジングを構成するアルミニ
ウム合金製サイドハウジング（２）であって、
前記サイドハウジング（２）の前記ロータハウジング
（１）側の表面（２ａ）に、耐摩耗性の高い材料からな
る摺接補助板（１５）を交換可能に添装したことを特徴
とするロータリエンジンのサイドハウジング。
【請求項２】  前記サイドハウジング（２）に、前記ロ
ータハウジング（１）側の表面（２ａ）に開口する凹溝
（２１）が設けられ、前記凹溝（２１）の表面開口部を
前記摺接補助板（１５）により密閉して冷却水通路（２
４）が形成されていることを特徴とする請求項１記載の
ロータリエンジンのサイドハウジング。
【請求項３】  前記サイドハウジング（２）に、前記ロ
ータハウジング（１）側の表面（２ａ）に開口する細溝
（３１）が中心部から半径方向外方へ延びるように設け
られ、前記細溝（３１）の表面開口部を前記摺接補助板
（１５）により密閉する一方、前記細溝（３１）の両端
部分が前記摺接補助板（１５）に設けた貫通孔（１０，
３２）を通じて前記ロータハウジング（１）のロータチ
ャンバ（３）と吸気ポート（１２）に連通して、圧抜き
通路（３４）が形成されている請求項１又は２記載のロ
ータリエンジンのサイドハウジング。
【請求項４】  前記サイドハウジング（２）に、前記ロ
ータハウジング（１）側の表面（２ａ）に開口する凹溝
（４１）が前記ロータハウジング（１）の側面から前記
ロータチャンバ（３）に亘って設けられ、前記凹溝（４
１）の表面開口部を前記摺接補助板（１５）により密閉
する一方、前記凹溝（４１）の両端部分が前記摺接補助
板（１５）に設けた貫通孔（４２，４３）を通じて前記
ロータハウジング（１）に設けた吸気ポート（１２）と
前記ロータチャンバ（３）に連通して、サイド吸気ポー
ト穴（４５）が形成されている請求項１，２又は３記載
のロータリエンジンのサイドハウジング。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、ロータリエンジンのサ
イドハウジングに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】ロータリエンジンの軽量化を図るため
に、ハウジング、特にサイドハウジングをアルミニウム
合金により構成することは知られている。しかし、アル
ミニウム合金は比較的軟質で、通常ロータリエンジンの
ロータハウジング及びロータを構成する鋳鉄（ＦＣ２
０）に比べて耐摩耗性が劣っている。一方、ロータリエ
ンジンのロータに嵌装されているアペックスシール、コ
ーナシール、サイドシールなどのシール部材が、ロータ
の回転に伴ってサイドハウジングの内面に摺接するた
め、サイドハウジングの摺接面が摩耗してガス漏れやオ

イル漏れの原因になっている。したがって、特にサイド
ハウジングをアルミニウム合金で構成する場合には、ロ
ータの前記シール部材が摺接する内面、すなわちロータ
ハウジング側の表面の耐摩耗性を確保する必要がある。
【０００３】このような耐摩耗性を確保する手段とし
て、サイドハウジングの内面、すなわちロータハウジン
グ側の表面に、耐摩耗性の高い硬質金属材料を溶射して
溶射被膜層を形成したもの（例えば、実公昭４６－２０
０８３号公報参照）、あるいは硬質セラミック層を設け
たもの（例えば、特開昭６３－２６６１０１号公報参
照）が知られている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記のように
サイドハウジングの内面に耐摩耗性被膜を形成する方法
は、材料コストが高く、かつ高度の技術を必要とするた
め、全体として非常にコスト高につくという問題があ
る。また、耐摩耗性被膜といえども前記シール部材との
摺接による摩耗を避けることはできず、しかも前記被膜
はサイドハウジングと一体化されているので、摩耗した
前記被膜を修復することが容易ではない。
【０００５】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、ロータのシール部材に摺接するサイドハウジング
内面の耐摩耗性を容易に確保できると共に、摩耗した場
合の修復が簡単に行なえ、かつ、前記サイドハウジング
に設ける冷却水通路、圧抜き通路あるいはサイド吸気ポ
ート穴などを簡単に加工することができるロータリエン
ジンのアルミニウム製サイドハウジングを提供すること
を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明は、ロータハウジングの両側に取り付けてロ
ータリエンジンのハウジングを構成するアルミニウム合
金製サイドハウジングであって、前記サイドハウジング
の前記ロータハウジング側の表面に、耐摩耗性の高い材
料からなる摺接補助板を交換可能に添装したことを特徴
とする。
【０００７】また、前記サイドハウジングに、前記ロー
タハウジング側の表面に開口する凹溝が設けられ、前記
凹溝の表面開口部を前記摺接補助板により密閉して冷却
水通路が形成される。さらに、前記サイドハウジング
に、前記ロータハウジング側の表面に開口する細溝が中
心部から半径方向外方へ延びるように設けられ、前記細
溝の表面開口部を前記摺接補助板により密閉する一方、
前記細溝の両端部分が前記摺接補助板に設けた貫通孔を
通じて前記ロータハウジングのロータチャンバと吸気ポ
ートに連通して、圧抜き通路が形成される。さらにま
た、前記サイドハウジングに、前記ロータハウジング側
の表面に開口する凹溝が前記ロータハウジングの側面か
ら前記ロータチャンバに亘って設けられ、前記凹溝の表
面開口部を前記摺接補助板により密閉する一方、前記凹
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溝の両端部分が前記摺接補助板に設けた貫通孔を通じて
前記ロータハウジングに設けた吸気ポートと前記ロータ
チャンバに連通して、サイド吸気ポート穴が形成され
る。
【０００８】
【作用】上記構成により、サイドハウジング自体はロー
タの前記シール部材と摺接しないので摩耗せず、一方、
前記シール部材と摺接して摩耗した前記補助板は交換す
ることにより修復される。また、サイドハウジングに設
けた前記凹溝の表面開口部を前記摺接補助板で密閉する
ことにより、冷却水通路、圧抜き通路、サイド吸気ポー
ト穴などが形成される。
【０００９】
【実施例】以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明
する。
【００１０】図１～図３は、本発明に係るサイドハウジ
ングを備えたロータリエンジンを示しており、２弧のト
ロコイド状内周面を有する筒状のロータハウジング１の
両側にサイドハウジング２，２を配置して、ロータハウ
ジング１と両サイドハウジング２，２により形成される
ロータチャンバ３内にほぼ三角形の横断面形状を有する
ロータ４が偏心軸５の偏心体６に嵌合固定して収容され
ている。該ロータ４は、各頂稜がロータハウジング１の
内周面に沿って摺動しながら遊星回転運動を行なう。そ
して、図２に良く示されているように、ロータ４の各頂
稜には軸方向に延びるアペックスシール７が、またロー
タ４の両側面にはロータ周縁とほぼ平行に延びるサイド
シール８が、さらにアペックスシール７とサイドシール
８とを接合するコーナシール９が、それぞれ嵌装されて
いる。偏心軸５は、両サイドハウジング２，２の中心部
に設けた挿通孔１０を貫通し、軸受１１，１１を介して
回転自在に支承されている。また、ロータハウジング１
には、吸気ポート１２と排気ポート１３が設けられ、か
つ点火プラグ１４が装着されている。
【００１１】上記のような構造を有するロータハウジン
グ１とロータ４は鋳鉄（ＦＣ２０）により構成され、両
サイドハウジング２，２はアルミニウム合金（例えばＡ
Ｃ４Ｄ）により構成されている。そして本発明において
は、両サイドハウジング２，２の内面、すなわちロータ
ハウジング１側の表面２ａ，２ａに鋳鉄（ＦＣ２０）製
の摺接補助板１５，１５が交換可能に添装されている。
該補助板１５は中心部に偏心軸５が挿通する開口１６を
有し、周縁部にテンションボルト１８の挿通孔１７が設
けられていて、図示のように、一方のサイドハウジング
２から他方のサイドハウジング２まで挿通したテンショ
ンボルト１８にロックナット１９を螺着して締付けるこ
とにより、両補助板１５，１５がそれぞれ、サイドハウ
ジング２とロータハウジング１とで挟みつけるようにし
て固定され、サイドハウジング２の内面２ａに密着して
添装される。このように組み付けられた補助板１５の表

面にロータ４のシール部材７，８及び９が摺接するの
で、ロータ４の遊星回転運動に伴って補助板１５の摺接
面が摩耗した場合には、テンションボルト１８を弛めて
サイドハウジング２を取り外し、新しい補助板１５と交
換するだけで、簡単に修復することが可能である。
【００１２】一方、図４及び図５に示すように、サイド
ハウジング２にロータハウジング１側の表面２ａに開口
する凹溝２１をロータハウジング１の内周面とほぼ平行
に延びるＵ字状に配設すると共に、その両端部に外側に
開口する冷却水の入口２２及び出口２３を設けておき、
図５に示すようにサイドハウジング２に添装する摺接補
助板１５により凹溝２１の表面開口部を密閉して冷却水
通路２４を形成することができる。なお、凹溝２１の表
面開口部の両側にシール部材２５を配設することが望ま
しい。
【００１３】図６及び７は、サイドハウジング２に圧抜
き通路を形成した実施例を示している。サイドハウジン
グ２に、表面２ａに開口する細溝３１が中心部から外側
方へ延びるように設けられ、該細溝３１の表面開口部を
補助板１５により密閉する構成は先の実施例と同様であ
るが、細溝３１の内端３１ａがサイドハウジング２の挿
通孔１０に連通すると共に、外端部３１ｂが補助板１５
に設けた貫通孔３２及びロータハウジング１に設けた通
孔３３を通じて吸気ポート１２に連通する圧抜き通路３
４が形成されている。吸気ポート１２にはキャブレタ３
５が装着されている。このような圧抜き通路３４を設け
ると、ロータチャンバ３からロータ４と摺接補助板１５
との隙間を通じてサイドハウジング２の挿通孔１０に漏
れ出した高圧のガス又はオイルが圧抜き通路３４の凹溝
３１、貫通孔３２及び通孔３３を通じて吸気ポート１２
に戻され、キャブレタ３５を通じて供給されるオイルと
一緒に再びロータチャンバ３に噴射される。したがっ
て、挿通孔１０に漏れ出したガス又はオイルが偏心軸５
の外周面を通じて外部に漏洩するおそれがないばかりで
はなく、燃料消費率を向上させることができる。
【００１４】図８及び図９は、両サイドハウジング２に
サイド吸気ポート穴を形成した実施例を示している。サ
イドハウジング２に、表面２ａに開口する凹溝４１がロ
ータハウジング１側面からロータチャンバ３に亘って延
びるように設けられ、該凹溝４１の表面開口部を補助板
１５により密閉する構成は、先に説明した実施例と同様
であるが、凹溝４１の一端部が補助板１５に設けた貫通
孔４２を通じてロータチャンバ３に連通すると共に、他
端部が補助板１５に設けた貫通孔４３及びロータハウジ
ング１に設けた通孔４４を通じて吸気ポート１２に連通
するサイド吸気ポート穴４５が形成されている。このよ
うにサイド吸気ポート穴４５を設けると、ロータハウジ
ング１の外周部分に装着した１個のキャブレタ３５を通
じて供給されるオイルを両サイドハウジング２，２のサ
イド吸気ポート穴４５，４５を通じてロータチャンバ３
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に両側から噴射することができる。したがって、従来の
ようにサイドハウジング２にキャブレタ３５を設ける必
要がない。
【００１５】なお、上記実施例において、サイドハウジ
ング２に設ける凹溝２１、細溝３１及び凹溝４１はいず
れも、全体が表面２ａに開口しているので、エンドミル
を用いて簡単に加工することができる。また、摺接補助
板１５の材料として鋳鉄を採用した例を示したが、耐摩
耗性の高い金属材料のみならずセラミックス材料も適用
可能である。
【００１６】
【発明の効果】以上説明したように、本発明のサイドハ
ウジングは、ロータハウジング側の表面に摺接補助板を
交換可能に添装した構造であるから、前記補助板がロー
タのシール部材との摺接により磨耗したとき、これを新
しい補助板に交換するだけで簡単に修復できる。また、
サイドハウジングに、ロータハウジング側の表面に開口
する凹溝を設け、該凹溝の表面開口部を前記補助板で密
閉することにより、簡単に冷却水通路、圧抜き通路ある
いはサイド吸気ポート穴を形成することができるので、
機能的にすぐれたサイドハウシングを安価に製作、提供
できる。

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るサイドハウジングを備えたロータ
リエンジンの要部縦断面図である。
【図２】図１の２－２線に沿う矢視図である。

【図３】同サイドハウジングとロータハウジングを分解
して示した縦断面図である。
【図４】サイドハウジングの一部切欠き正面図である。
【図５】図４の５－５線に沿う断面拡大図である。
【図６】別の実施例を示す要部縦断面図である。
【図７】（ａ）は図６のサイドハウジングの要部正面
図、（ｂ）は図６の摺接補助板の要部正面図である。
【図８】さらに別の実施例を示す要部拡大図である。
【図９】図８の９－９線に沿う断面図である。
【符号の説明】
１  ロータハウジング
２  サイドハウジング
２ａ  サイドハウジング２のロータハウジング１側の表
面
３  ロータチャンバ
４  ロータ
５  偏心軸
６  偏心体
１５  摺接補助板
２１  凹溝
２４  冷却水通路
３１  細溝
３４  圧抜き通路
４１  凹溝
４５  サイド吸気ポート穴

【図１】 【図２】 【図５】
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【図３】 【図４】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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